教科書とジェンダーフリー叩きと自己責任

ナショナリズム高揚地を歩く

「戦後―」批判がここ数年、加速している。戦後教育、戦後民主主義、戦後平和主義、憲法もそうだ。代わりに強調されるのは愛国心。ナショナリズムの現場を歩いた。

　　開戦前夜の盛り上がりがあった。
　　「いよいよ、決戦の年。情勢は有利に展開している。英霊のお力もこの際お借りして、何とか、１０％の採択を達成するようお互いに頑張りたい。」

　　1月23日、東京・銀座。「新しい歴史教科書をつくる会」のシンポジウム「国民の油断－ジェンダーフリー・領土・教科書」で、藤岡信勝副会長は、こう切り出した。９００席のホールはほぼ満席で、参加者を見渡すと、高揚感がみなぎっているように見えた。
　　決戦の年－。「つくる会」がこう位置づける今年は、4年に1度まわってくる全国一斉の教科書採択の年だ。前回、扶桑社版中学歴史・公民教科書を携え、殴り込んだものの惨敗した同会にすれば、再戦の舞台がようやく来た、そんな心境に違いない。
　　事実、この日は、4時間を超す長丁場ながら、席を立った人は数えるほど。熱心にメモを取るスーツ姿の男性もいれば、幹部の嘆きにあわせ、何度も深いため息をつく初老いの女性、拍手のしどころなどを構いなしに激しく手を叩く中年男性がいた。
　　憂国の空気がみなぎる。

　　「ジェンダーフリー、教科書、領土はすべて地下茎でつながっている。敵は一緒と確認しておきたい。」“敵”やほぼ等しい意味の“さよく（左翼）”“朝日”が強調されるたびに、会場から雷鳴のような拍手が起こった。

　　この高揚感の理由は何か。探れば、藤岡氏のあいさつ同様、「追い風」という状況認識に行き着くに違いない。そんな意識が幹部の発言にも見え隠れする。西尾幹二名誉会長は笑いをはさんで、展望を語った。
　　「当然、地理もやらなくては。それに国語、家庭科が大変だという声もあるし、英語にまでジェンダーフリーの思想が入り込んでいる。本当なら、扶桑社に一大教科書出版会社になってほしいが、採択に勝たないことには」
  扶桑社版は、同会が主導した中学の歴史、公民の両教科書。歴史では教育勅語を前文掲載したり、公民では国家など「公」の利益を強調した記述が多い。2001年の検定では、＜欧米列強が韓国併合への支持を表明したかのように誤解するおそれのある表現＞があるなど、歴史１３７項目、公民９９項目の検定意見を受け入れて修正しながら、市区県村立の採択区で全滅。厚い壁に阻まれた。
教科書で世の中変わるんだったら、社会党政権のはず

　　しかし、もはや、会員たちに悲愴感は感じられない。「この１、2年、日本人の自意識というものは格段に目覚めようとしている」という共通認識が会内を覆っている。

　　「歴史パネル展を開催していま～す」
　　シンポから1週間後、ある宗教の信者らが都内の駅頭でチラシを配っていた。
　　会場には、日露戦争を伝える新聞や軍人の人物伝、写真、歴史教科書が展示され、昔を懐かしむお年寄りや家族連れなどでにぎわっていた。

　　「つくる会」には様々な宗教の人が参加しているが、この団体の女性信者は、特有の髪形をしているため目立つ。

　　街頭で呼び込みをしていた女性に声をかけた。パネル展を手伝う理由を尋ねると、屈託のない笑顔が返ってきた。
　　「素晴らしい歴史と伝統、偉人を知ってもらいたい。そうすれば、いかに自虐的な教科書か、分かってもらえる。これでは、誇りのある子を育ってられないと、気づいてもらえると思うんです」

　　去り際、女性は「あと一歩」と言った。今春開校の中高一貫の都立白鴎中学では、扶桑社版歴史教科書の採択が決定し、波紋が広がった。志望者離れも予想されたが、蓋を開けてみれば、第一期生の募集に定員の約13倍が応募。そんな“上げ潮”空気がそう言わせたのだろうか。
　　昨年末、埼玉県では、「埼玉県議会教科書を考える議員連盟」が結成された。その翌日、吉田弘議連幹事長と在日本大韓民国団の地元幹部が激論になった。

　　「日本人の教科書なんですよ。日本人の子が誇りをもてる内容にしなきゃ」

　　「だったら、日本の学校に通っている在日の子弟の誇りはどうなんです」

　　「だから、日本人の教科書ですって。あなたたちの教科書じゃないでしょう」

　　二人は飲み友達。しかし、歴史認識まで語り合ったことはなかったようだ。

　　韓国の教科書をコピーしてきたような歴史教科書を使ったら満足なのかって。それが分かってショックだったねえ」
　　と吉田氏は今なお首を傾げ、民国地方幹部もまた、不愉快を隠さない。

　　「正しい歴史はどうなるんですか」

　　埼玉県もまた昨年来、教科書問題で注目を集めている。発端、吉田清司知事が連れてきた高橋史郎明星大教授の県教育委員就任だ。

　　「特に子供の心を救う能力を持っている顕著な方だから要請した。先生と教科書の話をしたことはない。教科書で世の中が変わるんだったら、いまどき、自民党の政権はない。社会党政権ができているはずでしょ」

　　吉田氏は高橋氏起用と教科書を関連づける報道や賛成・反対の声を迷惑がる。

　　とはいえ、高橋氏は直前まで副会長で、顔役。採択の“決戦”を控え、扶桑社版

教科書に否定的な埼玉教組などは怒り、当然、教科書議連は　

　　
